
千 葉 県 警 察 術 科 指 導 室 及 び 教 師 制 度 運 用 要 綱 の 制 定 に つ い て  

平 成 18年 ９ 月 29日 例 規 （ 教 ） 第 52号  

 

警 察 本 部 長  

  

〔 沿 革 〕  平 成 27年 ３ 月 例 規 （ 教 ） 第 ７ 号     

各 部 長 ・ 参 事 官 ・ 所 属 長  

見 出 し 要 綱 を 別 添 の と お り 制 定 し 、平 成 18年 10月 １ 日 か ら 実 施 す る こ と と し た の で 誤 り の な い よ う

に さ れ た い 。  

別 添  

千 葉 県 警 察 術 科 指 導 室 及 び 教 師 制 度 運 用 要 綱  

第 １  趣 旨  

警 察 官 が 職 務 を 遂 行 す る に 当 た っ て は 、 あ ら ゆ る 事 態 に 即 応 で き る 強 じ ん な 気 力 と 強 健 な 体 力 、

優 れ た 術 科 技 能 を 身 に つ け て お く 必 要 が あ る 。こ の た め 、本 県 警 察 に お い て は 、千 葉 県 警 察 術 科 推

進 要 綱 の 制 定 に つ い て（ 平 成 18年 例 規（ 教 ）第 51号 ）に 基 づ き 、術 科 技 能 の 向 上 に 努 め て き た と こ

ろ で あ る が 、新 た に 警 務 部 教 養 課 に 術 科 指 導 室 を 附 置 す る と と も に 、署 に 柔 道 、剣 道 及 び 逮 捕 術 教

師（ 以 下「 教 師 」と い う 。）を 配 置 す る 教 師 制 度 を 導 入 す る な ど 、体 系 的 指 導 体 制 を 確 立 し て 、恒

常 的 か つ 効 果 的 な 術 科 指 導 を 推 進 し 、全 警 察 官 の 術 科 訓 練 に 対 す る 参 加 意 欲 の 向 上 及 び 術 科 訓 練 の

充 実 に よ る 現 場 執 行 力 の 強 化 を 図 る も の で あ る 。  

第 ２  術 科 指 導 室  

術 科 指 導 室 は 、室 長（ 警 務 部 教 養 課 長（ 以 下「 教 養 課 長 」と い う 。）が 兼 務 す る 。）の 下 に 、柔

道 、剣 道 、逮 捕 術 及 び け ん 銃 の 首 席 師 範 、副 首 席 師 範 、師 範 、教 師 及 び 助 教 の 職 に あ る 者（ 以 下「 術

科 指 導 職 者 」 と い う 。 ） で 構 成 す る 。  

第 ３  署 に お け る 教 師 制 度 の 導 入  

１  教 師 の 配 置  

(１ ) 千 葉 県 警 察 の 処 務 に 関 す る 訓 令（ 昭 和 60年 本 部 訓 令 第 ５ 号 ）第 90条 に 規 定 す る 署 の 方 面 別

編 成 に か か わ ら ず 、署 を 次 表 の と お り ７ 方 面（ 以 下「 術 科 方 面 」と い う 。）に 編 成 し 、各 術 科

方 面 （ 術 科 第 １ 方 面 は 除 く 。 ） に 教 師 を 配 置 す る 教 師 制 度 を 導 入 す る 。  

  

名 称  署 数  構 成 署   

 術 科 第 １ 方 面  ６  千 葉 中 央 、 千 葉 東 、 千 葉 西 、 千 葉 北 、 習 志 野 、 四 街 道   

 術 科 第 ２ 方 面  ６  船 橋 、 船 橋 東 、 鎌 ケ 谷 、 市 川 、 行 徳 、 浦 安   

 術 科 第 ３ 方 面  ６  松 戸 、 松 戸 東 、 野 田 、 柏 、 流 山 、 我 孫 子   

 術 科 第 ４ 方 面  ６  八 千 代 、 佐 倉 、 成 田 、 空 港 、 印 西 、 香 取   

 術 科 第 ５ 方 面  ５  銚 子 、 旭 、 匝 瑳 、 山 武 、 東 金   

 術 科 第 ６ 方 面  ５  千 葉 南 、 茂 原 、 い す み 、 勝 浦 、 市 原   

 術 科 第 ７ 方 面  ５  木 更 津 、 君 津 、 富 津 、 館 山 、 鴨 川   

(２ ) 各 方 面 の ２ 署（ 以 下「 配 置 署 」と い う 。）に そ れ ぞ れ 教 師 １ 人 を 警 務 課 警 務 係 長（ 警 務 部

教 養 課 兼 務 ）と し て 配 置 し 、配 置 署 を 拠 点 と し て 方 面 構 成 署 に 対 す る 柔 道 、剣 道 及 び 逮 捕 術 の

巡 回 指 導 を 実 施 す る 。  

２  任 務  

教 師 は 、術 科 訓 練 の 指 導 に 従 事 す る と と も に 、担 当 す る 術 科 に つ い て お お む ね 次 の 事 務 を 処 理

す る 。  

(１ ) 巡 回 指 導 の 計 画 及 び 実 施  

(２ ) 講 習 、 研 究 会 の 計 画 及 び 実 施  

(３ ) 術 技 等 の 研 究 及 び 開 発  

(４ ) 教 養 資 料 の 作 成 及 び 配 布  

(５ ) 調 査 及 び 統 計  

３  署 で 指 定 し て い る 術 科 指 導 者 の 運 用  



千 葉 県 警 察 教 養 規 則 施 行 細 則（ 平 成 15年 本 部 訓 令 第 ８ 号 ）第 27条 の 規 定 に よ り 指 定 し て い る 署

の 術 科 指 導 者 に つ い て は 、 教 師 と 連 携 し て 署 に お け る 術 科 訓 練 の 指 導 に 従 事 す る も の と す る 。  

第 ４  運 用 方 針  

術 科 指 導 室 の 設 置 及 び 署 に お け る 教 師 制 度 の 導 入 は 、本 県 警 察 の 術 科 技 能 水 準 の 普 遍 的 向 上 を 目

的 と す る も の で あ り 、そ の 実 効 を 期 す た め 、当 面 こ れ ら の 術 科 指 導 職 者 を 次 に よ り 総 合 的 に 運 用 す

る も の と す る 。  

１  教 養 課 長 は 、恒 常 的 に 術 科 訓 練 を 推 進 す る た め 、術 科 指 導 職 者 に よ る 各 所 属 に 対 す る 計 画 的 な

巡 回 指 導 を 推 進 す る 。  

２  教 師 を 配 置 さ れ た 署 長 は 、 教 師 制 度 が 導 入 さ れ た 趣 旨 を 理 解 し 同 制 度 が 十 分 に 機 能 す る よ う 、

そ の 運 用 に は 特 段 の 配 意 を し な け れ ば な ら な い 。  

３  教 養 課 長 は 、術 科 指 導 職 者 の 指 導 能 力 等 の 向 上 を 図 る た め 、講 習 、研 究 会 、集 合 訓 練 等 を 定 期

的 に 実 施 す る も の と す る 。  


